
  

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ダ
イ
エ
ッ
ト 

犬
の
散
歩
で 

犬
が
痩
せ
）
（
妻
に
グ
チ 

言
え
ず
に
む
な
し
く 

ブ
ロ
グ
書
き) 

（
今
朝
も
ま
た 

車
の
中
で 
福
笑
い
）
（
根
回
し
を 

し
す
ぎ
で
訳
が 

わ
か
ら
な
い
） 

の
あ
と
各
地
域
Ｌ
Ｓ
Ｃ
活

動
報
告
の
発
表
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
米
田
理
事

か
ら
、
経
理
処
理
に
お
け

る
留
意
点
、
改
善
点
に
つ

い
て
説
明
が
あ
っ
た
。 

午
後
か
ら
は
静
岡
Ｌ
Ｓ

(1)第690号（1991年3月22日第三種郵便物認可）    れんごう中越地協    毎月3回(1日･11日･21日発行)2010年9月21日 

が
移
行
準
備
、
情
報
交
換

も
含
め
て
万
全
の
態
勢
で

お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹
介

最
初
に
金
子
専
務
理
事

か
ら
「

10
月
か
ら
地
域

Ｌ
Ｓ
Ｃ
は
コ
ア
と
サ
テ
ラ

イ
ト
へ
業
務
分
担
と
な
る

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

島
副
事
務
局
長
ほ
か
４
名

の
組
織
ス
タ
ッ
フ
・
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
、
福
井
、
石

川
、
富
山
を
含
め
て
総
勢

17
名
が
出
席
し
た
。 

 

冒
頭
に
「
組
合
づ
く

り
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞
し

た
後
、
連
合
本
部
寺
田
組

織
対
策
局
長
か
ら
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
と
財
政
確

立
検
討
委
員
会
の
経
過
報

告
が
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

各
県
か
ら
組
織
拡
大
の
報

告
と
連
合
本
部
と
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
各
県

か
ら
は
ユ
ニ
オ
ン
加
盟
や

組
合
結
成
な
ど
の
組
織
拡

大
実
績
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

今
日
ま
で
の
相
次
ぐ
リ

ス
ト
ラ
や
退
職
勧
奨
に
よ

り
組
織
人
員
の
減
少
に
歯

止
め
が
掛
ら
ず
、
２
０
０

５
年
か
ら
４
県
平
均
で

６
％
近
く
減
少
し
て
い
る

(

29
万
人
→
27

.3
万
人) 

 

引
き
続
き
今
後
も
本
部

の｢

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

21｣

計
画
に
基
づ
き
、
非

正
規
・
中
小
・
地
場
企
業

労
働
者
を
拡
大
戦
略
と
し

て
「
７
０
０
万
人
連
合
」

を
目
指
す
こ
と
を
再
確
認

し
た
。 

(

丸
山
組
織
担
当
ス
タ
ッ
フ) 

４
年
間
で
４
０
０
０
件
、

昨
年
は
１
８
０
０
件
（
新

潟
４
５
０
件
）
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
相
談

業
務
以
外
に
も
無
料
法
律

相
談
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

セ
ミ
ナ
ー
、
生
甲
斐
づ
く

り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
実
施
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
社
会

的
認
知
度
も
高
ま
っ
て
き

て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ

れ
た
。 

(

丸
山
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー)  

 

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
組

織
担
当
者
・
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
会
議
が
９
月

12
日

(

日)

14
時
か
ら
富
山
市

で
開
催
。
新
潟
か
ら
は
小

Ｃ
と
の
意
見
交
換
会
が
行

わ
れ
た
。
静
岡
か
ら
は
日

詰
会
長
は
じ
め
５
拠
点
よ

り
７
名
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
近
況
報
告
が
行
わ

れ
た
。
静
岡
は
２
０
０
６

年
に
設
立
、
相
談
件
数
も

第690号 2010.9.21 
連合中越地域協議会 

長岡市東蔵王2-2-68 

TEL 0258-24-0515 

FAX 0258-24-8930 

発行人 矢島 良彦 

定 価 １部１０円 

県
Ｌ
Ｓ
Ｃ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会 

静
岡
Ｌ
Ｓ
Ｃ
と
意
見
交
換
で
認
識
深
め
る 

サ
テ
ラ
イ
ト
化
を
控
え
経
理
処
理
の
留
意
点
・
改
善
点
等
を
意
思
統
一 

第12回連合中越地協幹事会 

日時 10月8･9日(金土)18:30～     

場所 魚沼市 

議題 第20回年次総会議案審議 

   当面の諸活動ついて 他 

   ※連中発10･11第62号参照 

連
合
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク 

組
織
ス
タ
ッ
フ
会
議 

 

県
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー(

Ｌ
Ｓ
Ｃ)
第
１
回

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
研
修
会
と
静
岡
Ｌ
Ｓ
Ｃ
意
見
交

換
会
が
、
９
月

10
日(

金)

新
潟
市
の
勤
労
福
祉
会

館
で
開
催
さ
れ
、
県
内

11
地
域
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
設
立
予
定
の
県
央
、
柏
崎
地
域
責

任
者
な
ど
総
勢
14
名
が
出
席
し
た
。 

夏
の
暑
さ
は
ま
さ
に
記
録
的

で
し
た
。
大
雨
も
な
く
、
す
ん

な
り
と
梅
雨
明
け
宣
言
と
な
っ

た
か
と
思
え
ば
連
日
の
猛
暑
。

お
盆
の
頃
は
多
少
天
気
も
悪

か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
と
は
連

日
の
猛
暑
日
。
ニ
ュ
ー
ス
で
出

て
く
る
の
は
熱
中
症
、
熱
帯
夜

等
の
言
葉
ば
か
り
で
し
た
が
、

雨
ば
か
り
の
冷
夏
か
ら
比
べ
れ

ば
、
夏
ら
し
い
方
が
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
▼
こ
の

夏
は
、
趣
味
の
登
山
も
全
て
計

画
通
り
の
進
み
、
浅
草
岳
、
荒

沢
岳
、
苗
場
山
、
飯
豊
連
峰
と

登
っ
て
き
ま
し
た
。
途
中
で
仲

間
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
き
た
、

冷
凍
の
ブ
ド
ウ
、
オ
レ
ン
ジ
な

ど
が
、
疲
れ
た
身
体
を
元
気
に

し
て
く
れ
ま
す
。
汗
だ
く
の
身

体
に
冷
た
い
清
水
は
最
高
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
山
頂

で
飲
む
ビ
ー
ル
、
お
月
様
、
満

天
の
星
は
す
さ
ん
だ
心
？
を
慰

め
て
く
れ
も
し
ま
す
。
そ
の
面

で
は
最
高
の
夏
で
も
あ
り
ま
し

た
▼
残
念
な
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
８
月
末
に
は
、
幼
な
じ
み

の
仲
間
が
、
病
気
の
た
め
52
歳

の
若
さ
で
他
界
し
ま
し
た
。
長

岡
市
会
議
員
だ
っ
た
伊
部
昌
一

さ
ん
も
、
58
歳
の
若
さ
で
亡
く

な
ら
れ
た
と
聞
き
驚
き
ま
し

た
。
「
ま

だ

若

い

の

に
・
・
・
」
な
ん
と
表
現
し
て

い
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

私
に
も
様
々
な
複
雑
な
思
い
が

あ
り
ま
す
▼
仲
間
の
葬
式
で
、

わ
け
の
わ
か
ら
な
い
お
経
を
聞

き
な
が
ら
、
「
死
ん
だ
ら
全
て

が
終
わ
り
、
生
き
て
い
る
と
き

が
大
切
な
ん
だ
」
と
念
じ
て
い

ま
し
た
。
私
の
暑
い
夏
が
終

わ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

年
間
の
自
殺
者
が
３
万
人
も
い

る
社
会
。
も
っ
と
人
の
命
が
大

切
に
さ
れ
る
社
会
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

≪№22≫ 

   東蔵王２ 
副議長 

金内孝永 
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳 

（
ケ
イ
タ
イ
で 

尻
た
た
か
れ
る 

外
回
り
）
（｢

疲
れ
た｣

が ｢

只
今｣

よ
り
も 

先
に
出
る
）
（
俺
職
場 

妻
は
皆
勤 

デ
パ
チ
カ
へ
）
（
早
帰
り 

す
る
日
に
か
ぎ
っ
て 

妻
は
留
守) 

 

長
岡
市
高
島
町
の
田
ん

ぼ
で
５
月

22
日
に
植
え

た
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

救
援
米
」
の
稲
刈
り
時
期

が
迫
り
、
準
備
や
任
務
分

担
に
む
け
た
第
２
回
実
行

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。 

 

こ
の
夏
の
猛
暑
の
影
響

で
稲
の
成
長
が
早
ま
っ
た

た
め
、
９
月

20

日
に
稲

刈
り
を
行
う
こ
と
と
し

た
。
昨
年
よ
り
１
週
間
以

上
も
前
の
開
催
と
な
る
。

委
員
会
で
は
、
稲
刈
り
の

手
法
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
、

参
加
募
集
の
方
法
な
ど
が

検
討
さ
れ
た
。 

 
審
議
事
項
で
は
、
具
体

的
な
日
程
確
認
や
当
日
の

任
務
分
担
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
雨
天
時
の
対
応
や

準
備
品
等
に
つ
い
て
も
確

認
さ
れ
た
。 

 
 

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは  http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp 

 
 

 
 

 

当
日
は
、
９
時

40
分

に
開
会
。
四
隅
を
手
刈
り

し
た
後
、
春
に
持
ち
帰
っ

た
バ
ケ
ツ
稲
コ
ン
テ
ス
ト

を
実
施
す
る
。
お
米
に
関

す
る
ク
イ
ズ
や
ポ
ン
菓
子

も
作
る
た
め
、
子
ど
も
が

楽
し
め
る
内
容
の
企
画
と

な
っ
て
い
る
。 

 

連合北魚沼支部だより 

 

連合小千谷支部だより 

魚野川クリーン活動を実施  

 ９月４日魚沼市内を

流れる清流魚野川のク

リーン活動を行いまし

た。当日は晴天で非常

に熱い日となりました

が、７５名もの参加が

あり、早朝９時より約

１時間ゴミ拾いに汗を

流しました。 

 今回は、不法投棄ゴミ、粗大ゴミについては、投棄

場所を確認し、魚沼市役所より後日処分していただく

事となっていましたので、私たちの拾うゴミの量は少

ないものと思っていましたが、意外と多くのゴミが落

ちていました。 

 空き缶、ガラス瓶、ペットボトルなど、気が付けば

軽トラック一杯になり、まだまだマナーを守らない人

たちはたくさんいる

のだなと残念な思い

でした。 

 今後もクリーン活

動を通して、地域の

人たちと共に地域環

境問題を考えていき

たいと思います。  

第20回連合中越地協年次総会の告示 
開催日時 ２０１０年１１月１９日(金) 
                 13：30～受付開始   14：00～総会開会 

会 場  ホテルニューオータニ長岡 

議 題  ①10年一般活動報告 ②10年決算報告 

     ③10年会計監査報告 ④その他 

審議事項 ①2010・11年度後期の運動方針(案) 
 ②2011年度予算(案) ③その他 

※総会終了後、18：15～レセプション。詳細は地協発第64号(9月19日付)参照 

特別代議員 Ｓ･Ｊネット委員３名、中越地協各支部２名 

代議員数 

ＡＡ救援米稲刈りに向け任務分担 
 

９
月
７
日
、
午
後
６
時

30
分
か

ら
勤
労
会
館
に
て
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ

リ
カ
救
援
」
第
２
回
実
行
委
員
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

昨
年
の
稲
刈
り
の
様
子 

単組紹介：東京電力労働組合信濃川総支部  

当総支部は、６月１１日に第５５回の大会を開催し

ました。６年目となる平石執行委員長を筆頭に組合活

動を展開しています。 

事務所は小千谷市にありますが、発電設備は津南町・

湯沢町などにあり、特に津南町にある信濃川発電所

は、年間約１２億ｋＷhを発電し、一般水力発電所とし

ては全国トップレベルの発電所です。また、作られた

電気のほとんどは地元（上越方面）に供給しておりま

す。 

 今年の１２月には、

当社として４８年ぶり

となる水路式の水力発

電所が運転開始の予定

です。（出力は1000kW

と小さいですが） 

水力発電は、地球温暖

化の原因とも言われる

ＣＯ２をほとんど出さ

ない、環境にやさしい

クリーンエネルギーで

す。今後も電力の安定

供給に努めていきます

のでご理解・ご協力を

お願いいたします。 

信
濃
川
発
電
所(

津
南
町)

㊤
、
西
大
滝
ダ
ム(

長
野
県
飯
山
市)

㊦ 




